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トリプトファンを赤褐色に発色させる新たな方法に関する論文が PLOS ONE誌に掲載されました。 

必須アミノ酸の一つであるトリプトファンは、生命活動には欠かせない栄養成分です。以前から、血液

をはじめとする生体試料中のトリプトファン濃度は、様々な疾患と関連することが数多く報告されてい

ます。しかし、トリプトファンを発色させ濃度を測定する簡便な臨床検査法は未だ確立されていないのが

現状です。 

以上のような背景のもと、本研究では簡易・迅速にトリプトファン濃度を測定する新規臨床検査法の確

立を目的とし、今回の論文では、酸化剤である次亜塩素酸ナトリウム五水和物（sodium hypochlorite 

pentahydrate）を用いた新規トリプトファン発色法に関する基礎的検討の結果を報告しています。 
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